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農作業安全の取り組みについて

２０２３年２月１３日（月）

資料２－３



copyright© Mitsubishi Mahindra Agricultural Machinery Co.,Ltd.

 安全フレーム非装着車市場台数

削減促進の取り組み

 2022年4月～2023年3月31日実施中

 全国一律展開

 下取り車は、廃棄処分

 メーカー問わず対応

 トラクタの左側後写鏡追加、後退灯移設

※現行型式、国交省へ型式認定（変更承認）申請し、令和４年10月に国交省承認。

202２年度の取り組み

安全フレーム非装着車廃棄促進 トラクタ公道走行対応
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202２年度の取り組み

農作業安全運動の活動

※事前点検でのトラブル防止

シーズン前の点検整備励行
農作業安全ステッカー配布

農作業安全ポスター配布

営業所の受付カウンターへポスター掲示、ステッカー配置（配布）して注意喚起
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202２年度の取り組み

 農作業安全啓発（機種別）、2022/2月よりホームページ掲載中。（以下、掲載イメージとなります）

農作業安全啓発
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202３年度の取り組み予定

 安全フレーム非装着車の市場台数削減

への取り組み継続検討中

 １年間継続実施

 全国一律施策展開

 メーカー問わず対応

 シーズン前点検整備の励行

※事前点検実施により、トラブル防止

 ポスター、ステッカー配布

 公道走行に関する部品、ガイドブック

の案内

安全フレーム非装着車台数削減の継続 従来の農作業安全啓発活動の継続

 現行型式のトラクタの左側後写鏡追加、

後退灯移設

➡キットから標準装備へ

※2023年度生産分より実施検討中

公道走行対応モデルの生産
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農業者向け研修等の啓発事例

１．講師を派遣し、研修会・講習会を実施

１） 3/23（木）兵庫県農作業安全指導研修会
兵庫県・兵庫県農業機械化協会主催（受講者：地域の農業指導者等が対象で50 名程度）
各メーカー販社に農作業安全指導の研修会に機種別指導の講師依頼があり。
西日本三菱農機販売（株）より、コンバインの講師を派遣。

２）販売店（西日本地域）の展示会開催時に新商品説明とあわせて安全講習を実施。（年間4回）

西日本三菱農機販売（株）より、トラクターのセールストークの後に実機を使っての安全講習。

トラクターは自動車と似ているが構造が違い、横倒しには弱く、死亡事故が多い。
ロプス及びキャブは転倒時に運転者を守るように設計してあり、メーカー外の機関で試験をクリアしている。
ただし、せっかくの安全装備もシートベルトをしていないと意味が無いので、シートベルト装着の注意喚起。
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３）11/7（月）山形県米沢市で、新たに農業を始めた女性農業者たちを対象に農業機械の操作方法を学ぶ
研修会が山形県主催で開催され、系統推進部が協力。

研修内容

農業機械の操作方法や簡単なメンテナンス方法について、参加者の実習を交えながらの研修。
（１）ＧＰＳ付きトラクターによる耕起及び整地 （２）管理機による耕起、土寄せ及び畝立て

参加者

女性農業者及び農業初心者 １０名程度

※当日の取組みの様子は地元テレビ局でも取材。下記のURLから視聴することができます。

https://newsdig.tbs.co.jp/articles/tuy/198935?display=1

農業者向け研修等の啓発事例
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